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率をみると，イヌタデ，イヌビエおよ
びタカサブロウ類で残草圃場率が高
く，これは表 -2 および表 -3 で示した
残草圃場率の上位草種と同様の結果で
あった。残草圃場率の高かった圃場は，
中耕培土が未実施あるいは，中耕培土
後の畦肩部分に多くの残草が観察され
た（図 -4）。山口県の大豆圃場におけ
る雑草防除体系は，播種後の土壌処理
剤と中耕除草，中耕培土を基本として
いる（山口県農林水産部 2011）。中
耕培土の実施時期は梅雨期にあたるた
め，中耕培土の実施状況，時期と残草
との関係について今後，検討する必要
がある。

山口県における帰化アサガオ類につ
いては，2009 年の報告（農研機構中
央農業総合研究センター 2009）では
発生地域は岩国と美祢管区のみで，草
種はマルバルコウのみに限られてい
た。また，2013 年の報告（農林水産
省生産局 2013）では種類は明らかで
はないが，山口県全体では少程度の発
生が記録されている。今回の 2 年間
の調査結果では，帰化アサガオ類は約

15％の圃場で残草し，ほぼ山口県全
域に分布していることが明らかになっ
た（表 -5）。一方，雑草害が懸念され
る残草程度中以上の圃場は，山口県
内全域でみると 3％程度（表 -6）で，
地域も柳井，長門および萩管区に限ら
れ，北部九州（保田・住吉 2010）と
同様に帰化アサガオ類の被害は局地的
であると判断される。しかしながら，
全面が帰化アサガオ類に覆われている
圃場（図 -5，6）も確認されたことか
ら，山口県では帰化アサガオ類の侵入・
蔓延が進んでいると推察される。種類
もマルバルコウの他に，マメアサガ
オ，ホシアサガオ，アメリカアサガオ
およびマルバアメリカアサガオが確認
された。山口県に隣接する北部九州の
2006 年の調査ではホシアサガオとア
メリカアサガオの発生が多い（保田・
住吉 2010）が，2012 ～ 13 年の山口
県はマルバルコウとマメアサガオが多
く，注意すべき草種と考えられる。隣
接地域，年次であっても大豆圃場に優
占するアサガオ類の草種が異なること
が明らかとなった。優占する要因とし
ては，草種ごとの侵入歴，その後の管
理履歴および気象条件に対する反応が
複合して関与すると考えられるが，今
後の検討が必要である。今回の実態調
査では，圃場内に帰化アサガオ類が認
められない場合でも，畦畔や農道では
生育が確認されており，今後帰化アサ

ガオ類が圃場内へ侵入・蔓延する恐れ
がある。圃場内へ蔓延を防ぐためにも，
その防除対策の策定が急務である。

今回の残草実態調査により，過去の
アンケート調査では山口県の大豆圃場
において，報告がなかった難防除雑草
のホオズキ類・イヌホオズキ類，ホソ
アオゲイトウなどのヒユ類および帰化
アサガオ類の初発の地域が確認できた
とともに，侵入，発生分布が拡大して
いることが明らかになった。今後，こ
れらの残草実態と輪作体系や防除履歴
との関係を解明し，問題点の摘出，適
切な防除対策の指導ならびに県として
の防除目標の策定に活用したい。
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図 -5　マルバルコウが全面に広がった圃場

図 -6　ホシアサガオに全面を覆われた圃場

表 -6　山口県の大豆圃場において，2012 年および 2013 年の調査で残草が確認された帰化ア
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アブラナ科ナズナ属の越年草で，秋に芽を出し，ロゼッ

トで冬を越し，早春から花を咲かせる。無限花序で，花

序の下部は果実ができているが先端では次々と花芽が形

成され開花を続ける。

「春の七草」の一。万葉集の「籠もよ，み籠持ち，掘

串もよ，み掘串持ち，この岳に菜摘ます兒，家聞かな，

告らさね，そらみつ大和の国は，おしなべてわれこそ居

れ，しきなべてわれこそ座せ，われにこそは告らめ，家

をも名をも（巻 1，1）」にある「菜」や，古今集の「君

がため　春の野に出でて　若菜摘む　我が衣手に　雪は

降りつつ（巻 1 春，21）」の「若菜」が「なずな」では

ないかと思うのだが。春を迎えたばかりの立春のころ，

野にある「菜」や「若菜」はまだそんなに多くはない。

歌に「なずな」として読まれるのは鎌倉時代頃からにな

る。

今年の正月，Y 県に住む S さんからこんな話を聞いた。

正月 7 日，七草粥の前日に，「とうどのとりが　わたら

ぬさきに・・」と呪文を唱えながら七種を刻んでおいて，

7 日の朝からお粥を炊いた。祖母がずっとそうしていた

ので自分もそうしているのだ，と。

筆者も，母に七種粥を炊いてもらった記憶はあるが，

残念ながら呪文の記憶はなかった。が，この呪文，全国

各地にあるようである。大方は，「七草なずな　唐土の

鳥が　日本の国に　渡らぬ先に・・・」であり，呪文を

唱えながら，まな板の上で，音を立てて七草を刻んだり，

すりこ木でまな板をたたいたりするそうである。音を立

てて鳥を追い払う鳥追いの囃し歌とも，また，わらべう

たとも。

歌の記憶はないが，音を立てながら七草を刻むという

ことで，遠い昔を思い出した。母が，七草は音を立てて

刻むのだ，と言っていたのを。その時の七草には，少し

ばかりの青菜とカブかダイコンが入っていたのだろうと

思う。「七草なずな」と歌い出すが，母は「若菜」であ

る「なずな」を摘みに出かけていたのであろうか。
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